
(1)第16号 十和ニュース 平成20年3月号

十和運送ｸﾞﾙｰﾌﾟ
☆発行☆
総務人事部
☆企画編集☆
業務部

　平成20年の1月に本社事務センターのネオン看板が新装なりまし
た。
いままでのＴＭビルから、ＴＴビル(トラックのＴ，ターミナルの
Ｔ）
に変更となりました。色もホワイト＆グリーンで爽やかな印象です。
新しい十和運送グループの顔として、強力にアピールしています。

＜夜間・浮かび上がる文字＞

＜昼間・ブルー社屋に映える白＆緑の文字＞
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＜認定マーク＞

　平成19年7月2日　当社は物流の効率化に関する｢総合効率化
計画｣を策定・提出し、関東運輸局より認定されました。
　この流通業務総合効率化計画認定事業者に認定されると、
各種規制の緩和措置を受けられたり、有利な条件での融資制
度を利用できるなど多くのメリットが期待できます。
　この事業の目的としては、①物流コストの削減により国際
競争力の強化を図ること、②CO２の削減により、環境への負荷
の低減をはかるなどが挙げられています。

Ｗは、win-win（ういんういん）と発音し、｢自
分も勝ち、相手も勝つ」ことを意味していま
す。取引(荷主と物流業者)などにおいて、関係
する両者ともにメリットのある状態を云いま
す。
青は空(きれいな空気)を、緑は自然(環境への配
慮）を表しています。
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　平成20年1月29日(火)　講習会場：水海道支店2階会議室
　㈱十和観光では乗務員の応急手当講習会を、常総広域消防署のご協力により実施し
ました。当日は本社と潮来支店からの参加もあり15名が受講しました。
　私たちは、いつ、どこで、突然のケガや病気におそわれるかわかりません。そんな
時に身近にいる人が出来る手当てのことを応急手当といいます。十和観光は多数のお
客様を乗せるサービスを行っていますが、もしもお客様が喉にお餅を詰まらせたり、
ケガで大出血をしたり、突然の発作で心臓や呼吸が止まってしまったら、乗務員はど
んな対応を取ったらよいのでしょう。
　ケガや病気の中で最も重篤で緊急を要するものは、心臓や呼吸が止まってしまった
場合です。こんな人の命を救うのは、その後の数分間の対応にかかっています。まず
は｢早い119番通報」そして｢救命措置｣です。
　頭で解っていることと、実際にできることは違います。この講習会を通じて多くの
体験をし、お客様の安全確保の意味で、よりよい運送サービスの質的向上につながる
ものと期待されています。
　応急手当講習を終えた皆さんから、AED(エーイーディ)は救急専門職の人が使うも
のだと思っていたが、自分達にも出来るんだということが分かり、もしもの時に役立
てたいとの声が聞かれました。

あなた！もしもの時に対応できますか？


